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青森県

青森県では、平成３０年度にモデル圏域（津軽圏域）で取り組んだ事業の成果をふ
まえ、県内全ての障害保健福祉圏域において、保健・医療・福祉等関係者による協議
の充実を図るとともに、退院後の継続医療等の支援のあり方を整理し、精神障害者の
地域移行を促進するための環境作りに努めます。

第１回 アドバイザー・都道府県等担当者合同会議「事前課題」シート

誰もが安心して自分らしく暮らせる
地域を目指して
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青森県

１ 県又は政令市の基礎情報

基本情報（都道府県等情報）

下北地域
保健医療圏

上十三地域
保健医療圏

八戸地域
保健医療圏

八戸市保健所

津軽地域
保健医療圏

西北五地域
保健医療圏

青森地域
保健医療圏

東地方保健所

取組内容

【精神障害者の地域移行・人材育成に関する取組】

・協議の場の設置

・地域移行研修会の開催

・精神障害者支援地域協議会の開催

・ピアサポートの養成

・地域生活支援広域調整会議の開催

三戸地方保健所
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精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

の構築に向けた保健・医療・福祉関係者によ

る協議の場の設置状況（H３１年４月時点）
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（自立支援）協議会の開催頻度（H30年度）

精神領域に関する議論を

行う部会の有無
無

66

13 40有

無

有

（自立支援）協議会の開催頻度

都道府県
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2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

青森県

第５期計画（H30～32）

成果目標 ２ ４ 年度（ 基準時点） ２ ９ 年度（ 目標時点）

①　 精神科病院入院後３ ヶ 月時点の退院率 58% 64%

②　 精神科病院入院後１ 年時点の退院率 89% 91%

③　 精神科病院における１ 年以上の長期在院者数 2, 320人 1, 902人

受入条件が整えば退院可能な入院患者の地域移行を推進
するため、平成２４年度を基準とし、平成２９年度における目標
値を設定。

青森県障害福祉サービス実施計画
第４期計画 （H27～29）

平成３０年度から第５期計画がスタート。国では「精神
障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築」を推進
することとしており、このための成果目標を設定し、その
達成のための取組を行う。

官民協働研修会（H27～）

多職種（PSW・看護師・相談支援専門員etc）の連携に
よる地域移行の推進を目的として実施。

地域生活支援広域調整会議（H27～）

保健所が所管する圏域ごとに、精神障害者への支
援に携わる保健・医療・福祉の関係機関が一同に会
し、連携調整と支援体制づくり等について協議を行う。

病院

地域活動支援
センター

保健・医療・福祉の連携を推進し、受入
条件が整えば退院可能な入院患者の
地域移行を促進

県

保健所

相談支援
事業所

本
人

家
族

市町村

成果目標 ２ ６ 年度（ 基準時点） 32年度（ 目標時点）

①　 圏域ごとの保健・ 医療・ 福祉関係者による協議の場の設置 － ６ 圏域

②　 市町村ごとの保健・ 医療・ 福祉関係者による協議の場の設置 － 40市町村

③　 精神病床における１ 年以上長期入院患者数

　 　 　 　 （ う ち65歳以上）

　 　 　 　 （ う ち65歳未満）

1, 979人

（ 1, 154人）

（ 825人）

1, 652人

（ 1, 076人）

（ 576人）

④　 精神病床における早期退院率

　 　 　 ・ 入院後３ か月時点

　 　 　 ・ 入院後６ か月時点

　 　 　 ・ 入院後１ 年時点
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Sheet1

				成果目標 セイカ モクヒョウ		２４年度 ネンド		２９年度（目標） ネンド モクヒョウ				２８年度（直近） ネンド チョッキン

				①　精神科病院入院後３ヶ月時点の退院率 セイシンカ ビョウイン ニュウインゴ ゲツ ジテン タイインリツ		58%		64%				60%

				②　精神科病院入院後１年時点の退院率 セイシンカ ビョウイン ニュウインゴ ネンジテン タイインリツ		89%		91%				90%

				③　精神科病院における１年以上の長期在院者数 セイシンカ ビョウイン ネン イジョウ チョウキ ザイイン シャ スウ		2,320人		1,902人				2,087人





Sheet1 (2)

				成果目標 セイカ モクヒョウ		２４年度（基準時点） ネンド キジュン ジテン		２９年度（目標時点） ネンド モクヒョウ ジテン

				①　精神科病院入院後３ヶ月時点の退院率 セイシンカ ビョウイン ニュウインゴ ゲツ ジテン タイインリツ		58%		64%

				②　精神科病院入院後１年時点の退院率 セイシンカ ビョウイン ニュウインゴ ネンジテン タイインリツ		89%		91%

				③　精神科病院における１年以上の長期在院者数 セイシンカ ビョウイン ネン イジョウ チョウキ ザイイン シャ スウ		2,320人		1,902人
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青森県

３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯
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青森県

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

＜平成30年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（H30年度当初）

実績値
（H30年度末）

具体的な成果・効果

①協議の場において提案され、関係者による
合意を得た施策

－ － モデル圏域において、保健・医療・福祉関
係者で協議が行われ合意を得られた以下の
取組を実施し、精神障害者の地域移行を促
進した。

・精神障がい者ピアサポーター養成講座の
実施

・保健所長による各病院長への事業説明と
協力依頼
・先進地視察

・各医療機関における自主的な研修会の実
施
・地域生活支援広域調整会議の開催
・長期入院患者調査とデータ分析

・管内市町村の自立支援協議会での地域移
行部会設置に向けた働きかけ
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青森県

５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】
・昨年度、県内全ての障害保健福祉圏域で、地域生活支援広域調整会議を開催し、関係者間で協議を行う基盤が整備されている。
・地域移行に理解のある医療機関や、医療機関等と顔の見える関係を築いている事業所が多く存在する。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

県内の障害保健福祉圏域の間で、
関係者の事業に対する理解や、
関係者間の協議による連携のた
めの調整にばらつきがある。

各障害保健福祉圏域における保健・医療・福祉
関係者による協議の充実を図る。

行政
各圏域間で、課題解決方法、好事例等の情報
共有を図る。

医療
精神障害者の退院後、適切な医療が受けられ
るよう、体制を構築し、関係機関と連携する。

福祉
精神障害者の退院後の生活を支援するため、
入院中から関係機関と連携する。

その他関係機関・住民等 関係機関と連携して、実施可能な取組を行う。

退院後の継続医療等の支援のあ
り方が明確でないことが、精神障
害者の地域移行が進まない一因
となっている可能性がある。

本県の特性に応じた、精神障害者の退院後支
援に関するマニュアルを策定し、今年度中の運
用をめざす。

行政
関係機関の意見を取りまとめ、マニュアルを策
定する

医療 それぞれの立場から、マニュアル策定に係る意
見を提出するとともに、実際にマニュアルを運
用してみえてきた課題を行政にフィードバックし
てマニュアルの改善につなげる。

福祉

その他関係機関・住民等

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（今年度当初）

目標値
（令和元年度末）

見込んでいる成果・効果

①協議の場の実施か所数 ６圏域 ６圏域 各圏域で、地域が抱える課題解決が促進される。

②退院後支援マニュアルの策定 － 策定 退院後支援のあり方が明確になる。
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青森県

６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の取組スケジュール

時期（月） 実施する項目 実施する内容

R1年5月
通年

通年

時期未定
時期未定

時期未定

【協議の場の設置】
担当者打合せ
協議の場の設置

【退院後支援マニュアルの
策定・運用】
マニュアル策定・運用

【その他】
地域移行研修会の開催

ピアサポート養成研修の開
催

地域生活支援広域調整会
議の開催

・全圏域の担当者を参集し、今年度の取組について説明。
・各圏域において協議の場を、年４回を目安に開催。

・密着AD等と意見調整して、県の実情に応じたマニュアルを策定。
・マニュアル運用開始後は、現場での課題を協議の場等で議論し、
マニュアル見直しにつなげる。

・グループワークを中心とした研修会等を開催。
・県内1圏域において、開催。

・各圏域において、事例検討など、圏域ごとの柔軟な議論が
できるように、年１回研修等を開催。
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